








Aグループ 協議内容 

・夏の夜バイクによる騒音
（主に国道） 

・ゴミ袋の細分化 

・町内会ゴミきれいに 

・場所によってゴミステーション 

・回収回数の増（ペットボトルとか） 

・ゴミポイ捨て 公園、駐車場 

・PETボトル フタ 燃えるゴミ 

エネルギー使う 

・回収 町内会が増えれば 

やれる人が….. 

・ゴミをお金に換算して伝える 

・単身者向のごみ回収の方法 

 

・紫外線・気温上昇 

・黄砂・大雪・川氾濫 

・ゲリラ豪雨 

・省エネモニター１年間 

・CO2把握のため１年間とする 

・高校生と環境調査・エネルギー調査 

 

・幼児期に環境意識ができる方法を考えたらよい 

・エコなライフスタイル 

・ムダ使いしない（使い切る） 

・リサイクル（捨てない） 

・こども服のおさがりの活用 

（リサイクル）もっと身近に！ 

・売りやすい仕組みづくり 

・食用油リサイクル台所から 

・空き店舗活用 

 

・太陽光発電 

・バイオマス発電 

・小水力発電で川を活用 

・太陽光発電もっと取り入れ 

・小型風力発電 

・蓄電 最新法 

気候変動・災害 

地球環境を知る 

ゴミ対策 

エコライフスタイル 自然エネルギーの活用 

生活環境 

地球環境 



Bグループ 協議内容① 自然環境 

農業体験の受け入れ先が少ない 

身内から情報発信 

子供の受け入れのむずかしさ 
農家が忙しくて体験できない。 

子供のアレルギー 

丸加高原伝習館をもっと利用、 

風呂とか宿泊施設 

滝川の自然のPR 

菜の花がすごい 

道外から見に来るくらい 

食育、アスパラ、
菜の花の魅力を 

森 

北大の生協 

間伐材を利用している（高いけど） 

森と市内がバラバラ 

川と人も 

森林間伐材の
利用は？ 

市有林（学校林、公園）の定期的な間
伐や枝払いが行われていない 

公園の木が弱っ
ている。 

定期的に見ても
らったほうがよい 

木を植える大切さ 

山に植える 

緑を守る専門家の
意見を聴く（木を守
るための方法） 

近所に森があるといい 

市街地と緑地の分離 

バイパス地区の開発時
に市民も意見 

札幌は考えて都市計画 

滝川は無機質 

イオンやマックスバリュ
の木はどこの？ 

割りばしはダメなのか 

木を植えることの大切
さって？ 

洗い物の仕方 

サケが上る川 

川をもっと身近に感じてほしい 

札幌の豊平川みたいに 

汚い⇒きれい 

市内に川を流すってできないか 

川は人を和ませる 

ラウネ川の水質よくない 

⇒市民に問いかけ 

市民が川の歴史を知りPR 

石狩川と空知川の合流
地点⇒滝川の語源 

食育の充実 

ラウネ川の水質が悪い、
よくならないか 

川 農業 



Bグループ 協議内容② 環境コミュニティ 

人材バンク等の周知 

人材バンクの場所が
少ない 

環境を考える人を増やすた
めの秘策って？ 

取りまとめるバンク的な機関 

登録されているけど機能してるの？ 

滝川の地誌、地理
（自然・人文）⇒環境
の把握、現状の把握 

子供が忙しい 学校の近くなので、児童
が道通るがマナー悪い 

滝川の成り立ち現
地の人知らない？ 

自然体験学習等呼び
かけも集まりがよくない
（関心が薄い？） 

子供たちの環境教育集まり悪い 

他地域は集まる 

いろいろなことに長
けている人の登録 

出前授業をもっと増やす 
美術自然史館をもっと

身近に 

子供にもっと体験の場 

わかりやすいPR 

学校への出前ってできる？ 

ゆとりの時間 

校外での学習プログラム 

束ねる所やコーディネーター窓口 

川に行くなら私連れて行きます。 

山に行くとか地域をつなげるために
必要なこと 

子供たちを巻き込んでしま
えば親は動く 

大人の食育やってみる 

青年層、若年層の「食育」 

（毎日の食事作り） 

農業体験ばかりでなく日々
の食事をもっと考える場 

１週間に１回、月に１回レシピ 

短大のワンコイン朝食 

保育児の母も学べる場所 

環境教育 

子どもの通学 

朝、冬 危ない 

食育 


